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指定管理者は、本事業の全部を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。 

 

５ 物品の帰属等について 

（１）指定管理者に貸し付ける物品については、市の所有とし、市が無償で貸し付け

るものとする。 

（２）市が指定管理者に対して指定管理料により物品を購入させたときは、市の所有

とする。 

（３）指定管理者は、市が所有する物品についての使用及び管理は、西尾市財産管理

規則の規定に基づき適正に行うこと。 

 

６ 業務を実施するに当たっての注意事項について 

（１）公の施設であることを常に念頭に置いて、公平な運営を行うこと。 

（２）保守管理等における清掃・植栽など、個々の業務を指定管理者が第三者へ委託

することは差し支えないが、適正な事業者と契約するとともに、指定管理者自

身の責任において業務を履行しなければならない。 

（３）施設の管理運営に係る各種規程・要綱等を作成する場合は、市と協議を行うこ

と。 

（４）市は必要に応じて、指定管理者に施設利用者から意見や満足度等を聴取するな

どモニタリングを実施させることができ、業務の改善勧告を行うものとする。 

（５）市と指定管理者との管理業務の負担区分については、別紙３「西尾市総合福祉

センター管理業務負担区分表」による。 

（６）各年度の指定管理料は、基本的に清算する。従って、執行残による収益は発生

させないものとし、一方、やむを得ない事態によって不足額が発生する場合に

は、補正予算等で対応するものとする。 

（７）その他、仕様書に記載のない事項については、市と協議を行うこと。 




























